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　カトリックの古い修道院の生活規則は、日本の禅寺生活とよく

似ている。とくに、「祈れ、そして働け（0ra et Opera）」というモ

ットーに生きるカトリックの観想修道院の生活は、禅寺での「座禅

と作務（さむ）」に並行する。勿論、カトリックと禅仏教とは、発

祥の由来も、その歴史も違うなかで育ってきたことからして、そ

の霊性と文化には、それこそ、天と地、昼と夜、表と裏ほどに相

違がある。前にもあげたカルチャーショックのいくつかの小話もそ

の事例。ところで現代では、東西文化交流とか、諸宗教対話とか、

文化にも宗教にも国境がなくなりはじめている。多元化社会とか

グローバリゼイション（総体化）があらゆる社会領域に広まってき

ている。宗教も例外ではない。科学文明が精神文化を上回り、覆

いつくしてしまうほどの現代において、本来、絶対超越の世界を

機軸とする宗教は、どのようにして人類の救いとなるのだろうか。

著名な京都学派の哲学者、故西谷啓治は、現代をさして「宗教抹

殺の時代」といった。今ここで、こんな途方もなく大きい問題を

とりあげるつもりはないのだが、「修道生活きのうきょう」を考え

ると、気にかかることがいくつかでてくる。ただ単に「むかしな

つかし」の旧世代の愚痴ではなく、「よいものはいつもよい。いつ

どこでも」ということを確かめたいと思うだけである。前号につ

づいて、また、例のフランスでの修道生活初期の一コマをとりあげ

てみよう。

修道院食事のあれやこれ�

  何しろ、昭和26年、1951年のこと、今から五十年前、外国渡航

者は極めて少ない頃、カルメル会というカトリックの修道院に入る

ため渡仏することになったことは、本誌で既に書かせてもらった。

遠藤周作さんが、その一年前、同じフランスの豪華船マルセイエー

ズ号で渡仏されていた。フランスといえば、西欧文化の栄光を誇

っていた国だけに、わたしのような、今もさしてかわらぬ粗野な

ものであれば、どこか、緊張していたと思う。折々、フォーク、

スプーンの使い方やスープ皿を持ち上げないで、音をたてずに食べ

る、とかぐらいは、ちょっとばかり特訓してもらったりした。幸い、

わたしの行く処はパリーのような大都会の上流家庭ではなく、南

仏の片田舎の修道院。当時は世界大戦後の立上がりも、なお難し

い状況のフランスということもあったかも知れないが、「清貧の誓

願」をたてる修道生活であることからも、日々の食事は、貧しい

という以上に厳しかった。朝食は一切れのパンだけ。チーズもバタ

ーもジャムもなし。果物などはもってのほか。一杯のお椀にミルク

とコーヒー。それだけ。黙っていたただくから10分もかからない。

食事らしい食事といえば、次の昼食だけが一日のメイン。という

のは、日本と違って、主な食事は夕食ではなく昼食であることは、

今も変わらないフランスの風習である筈。まず、スープ、次に野菜

類、続いて魚類。最後に果物。以上が昼食コース。カルメル会の食

事規定では、病気その他、特別の場合以外、生涯、肉食を禁じら

れていた。仏教の精進料理に近いが、魚類と卵は許されていた。

鯨も魚類にいれられていたのは面白い。夕食はまた、極めて簡素。

一皿だけの芋類か豆類。つぎにデザート、それで終わり。どれも

量は好きなだけとることができたので、お腹がすくということは

なかった。その頃の日本ではもっと貧しい生活であったのと、そ

れに若かったせいもあったのか、粗末な食事もそれほど苦になら

なかった。

　ところで、修道院に人ってごく初めの頃のこと、ちょっとした、

ハプニングがあった。どの食事でも、朝昼晩、それぞれの食事作

法がきめられている。まず院長から順番に食堂の入り口で手を洗

ってから食堂に入る。全員食堂に入ると、結構長い「食前の祈り」

をラテン語で唱えてから食卓につく。すると二人の食事当番がでて、

台所からつぎつぎと食事を運ぶ。ところで、ある日の昼食のとき、

食事当番が、主なメニューの魚をもったまま、わたしの前を通り

過ぎてしまった。「アリャ!?」という瞬間、もう遅かった。食堂は

沈黙厳守。呼ぶこともできない。なんだか急に腹が空いた気分。
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どうしょう？と思っても、名案もでてこない。ふと頭に浮かんだ

苦肉の迷案。「食事当番の彼は、自分のなすべきことをしなかった。

故意ではないから罪にはならないが、過ちではある。とすれば、

ちょっとばかり、彼は煉獄の滞在が長引くかもしれない。その罰

から彼を救うためには、この過ちに気づかせねばならない」とい

う自分勝手なインスタント神学が出てきた。そこで、少し離れて立

っていた彼に向かって、軽く手をあげて合図をすると、それに気

づいた彼はすぐ美味しそうな大きい魚をもってきてくれた。万歳！

神に感謝！ ともかく小さな鬼の首をとったかのようにわたしはご

満悦だった。

　ところがその後がまずいことになってしまった。食事が終って

皆で中庭にでると、オランダ人のギヨーム修練長がわたしに尋ねた。

「お前は今、食堂で何をしたか？」そっとやったつもりなのに、

残念、見つかってしまったかと後悔。とにかくそのまま告白した。

すると「お前は、修道院の食事規定に相反することをした」と、と

がめられた。「カルメル会の会則では、自分の食事については何も

要求してはならない。しかし隣りの兄弟の食べものには心を配ら

ねばならない、と書いてある」。そこでわたしは反論した。「わた

しの隣りが夢中で食べていて、こちらのことなど気づきもしない

なら、どうしたらよいですか？」修練長は「そういう奴は、拳骨で

脇腹をグッと押してやれぱいい」とポーズをしてみせてくれた。ワ

ッと皆で大笑い。「よーし、それならいける！」と納得した。

　それからだいぶ後で知ったことだが、このような食事規定は、

カルメル会だけではなく、どこの修道院も同じだときいた。ある

修道院でこれと似た話をきいた。だが、そこでの話の筋は正反対。

ある修道者のスープ皿のなかに、一匹の死んだ蝿が入っていた。

さてどうしょう？自分のことは何も要求してはならない。さりとて、

そのまま蝿を飲みこむ勇気はない。そこで食事当番がきたとき、

小声で「ボクの隣のスープには蝿が入っていないけど？」というと、

すぐに皿をとりかえてくれたという。さすがにベテラン！見事な

機転。規則を裏返しに使う背負い投げ！新米のわたしの場合は、

なけなしの神学知識をひねり出しての悪戦苦闘。負けたような勝

ったような？養成責任者のギョーム神父の少々乱暴なボクシング方

式は彼のオリジナル。今も懐かしく思い出す。

　あの時から、もう五十年近くになる。このような話は遠い昔話

になってしまった。今の修道院の食事は、ほとんど例外なく、セ

ルフ・サービスになってしまった。それぞれが自分の好きなだけと

って食べる。食事当番などはいらない。自分のことを考えるだけ

でよい。何か淋しい、と思うのはわたしだけだろうか？微にいり

細にわたる禅堂の作法までとはいわないが、何か大切なもの、隣

人愛とか相互愛にかかわるものが見えなくなっているのではなか

ろうか？それに厄介なと思える規則のおかげで、楽しい笑いのひ

と時がでてきたとも言える。ユーモアは人間の豊かさをつくる神

の愛の栄養剤である。現代社会の貧血病はまさしくそこに原因が

あるのではなかろうか。家庭にも、学校にも、宗教界のうちにも。
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